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3日(土）れんが広場お披露目会

4日(日) 除草作業（新開堤防）

10日(土）中学校卒業式

17日(土) コミセンミニミニ集会

21日(水）春分の日

除草作業（櫛山）

22日(木）小学校卒業式

25日(日) 温泉感謝祭

スプリングフェスタ

櫛山桜ウォーク

住民自治会会議等

３月の行事から

日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

平成30年3月号
（第103号）

発行者

日奈久住民自治会

日奈久の人口
（ 1月末 現在 ）

男 1235人
女 1523人
計 2758人

(21年末3444人)

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に[

あ
り
が
と
う]

１

住
民
自
治
会
運
営
委
か
ら

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

電
話
や
メ
ー
ル
で
の
詐
欺

会場 日奈久コミュニティセンター

13日(火） 市政協力員例会 13:30

15日(木) 運営委員会 17:00

20日(火） 広報部会 19:00

八
代
市
で
は
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
さ
ら
に

発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
「
ル
ー
ル
（
条

例
）
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど

ん
な
ル
ー
ル
が
必
要
な
の
か
を
考
え
る
機

会
と
し
て
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

み
ん
な
で
考
え
よ
う

日
奈
久
の
ま
ち
づ
く
り

日奈久に春の訪れ
山の気を 体いっぱいに受けて 歩きましょう

＊期日

３月２５日（日）
８：００受付

ばんぺい湯前

＊参加費

５００円
（入浴券・抽選券

竹輪焼券付き）

９：００ 開会式

９：３０ 出発

１１：００ 昼食

宝探し

１２：００ 下山

１３：３０ 抽選会

竹輪焼体験

（イベント広場）

＊弁当・飲料水は

各自でご持参下さい

＊問い合わせ先

日奈久温泉観光案内所

〇
今
年
の
丑
の
湯
祭
り
に
つ
い
て

８
月
１
日
（
水
）
に
行
う

＊
土
用
丑
の
日
は
７
月
20
日
で
す

が
、
学
校
の
終
業
式
の
日
で
、
小
・

中
学
生
が
参
加
で
き
な
く
な
る
為
、

「
土
用
二
の
丑
」
の
８
月
１
日
に
変

更
し
ま
す
。

〇
住
民
自
治
会
備
品
の
他
校
区
へ
の
貸

出
に
つ
い
て

貸
出
可
能
な
備
品
は
竹
輪
焼
き
用

器
具
の
み
と
な
り
ま
す
。

紙
折
り
機
は
，
貸
出
は
で
き
な
い

が
、
日
奈
久
コ
ミ
セ
ン
内
で
は
使

用
貸
出
は
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

お
こ
と
わ
り

先
月
号
の
投
書
に
、
日
奈
久
の
高
齢
者
が

八
代
市
で
４
番
目
と
あ
り
ま
し
た
が
、
今
月

発
表
の
市
の
統
計
で
は
２
番
目
で
し
た
。

説
明
後
協
議
に
入
る
参
加
者

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
！

三
月
は
、
卒
園
・
卒
業
の
月
で
す
。
小

中
学
生
の
み
な
さ
ん
は
春
休
み
に
入
り
、

自
転
車
に
乗
る
機
会
が
多
く
な
る
と
思
い

ま
す
。
自
転
車
安
全
運
転
の
き
ま
り
を
守
っ

て
交
通
安
全
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

お
子
様
へ
の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
保
護
者
の

方
も
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
る
と
思
い
ま

す
。
飲
酒
運
転
や
危
険
な
運
転
行
為
の
追

放
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。

（
日
奈
久
校
区
婦
人
会

交
通
安
全
母
の
会
）

２
月
15
日
（
木
）
ゆ
め
倉
庫
に
お
い

て
、
第
１
回
日
奈
久
校
区
福
祉
推
進
協

議
会
「
福
祉
座
談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
市
政
協
力
員
、
ふ
れ
あ
い
委
員
、

福
祉
推
進
協
議
会
関
係
者
な
ど
47
名
の

出
席
者
が
あ
り
ま
し
た
。
日
奈
久
校
区

の
高
齢
化
率
は
、
年
々
高
く
な
り
50
％

を
超
え
て
い
ま
す
。
社
協
の
生
活
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
よ
り
事
業
の
説
明
を
受
け
、

５
つ
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
移
り
ま
し

た
。
事
前
に
行
わ
れ
た
「
校
区
75
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
」
を
対
象
に

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
（
生
活
の
中
で
自
分

の
力
だ
け
で
は
出
来
な
い
事
）
を
も
と

に
し
て
、
地
域
で
解
決
で
き
る
こ
と
は

ど
れ
か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
５
グ
ル
ー

プ
共
に
「
生
命
に
関
す
る
こ
と
」
「
環

境
衛
生
に
関
す
る
こ
と
」
が
出
ま
し
た
。

早
め
に
解
決
す
る
こ
と
と
し
て

○
買
い
物
（
食
料
品
の
調
達
）
○
通
院

○
日
常
の
ゴ
ミ
出
し
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

高
齢
者
が
安
心
・
安
全
で
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
助
け
合
い
支

え
合
う
地
域
の
基
盤
づ
く
り
が
大
事
だ

あ
な
た
の
困
り
ご
と
は
？

福
祉
座
談
会
を
開
催

日
奈
久
コ
ミ
セ
ン

ミ
ニ
ミ
ニ
集
会

日
奈
久
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
公
民

館
活
動
と
し
て
、
一
年
間
を
振
り
返
り
「
活

動
の
紹
介
と
交
流
」
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

わ
い
わ
い
楽
し
く
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

期
日

３
月
17
日
（
土
）

十
時
～
十
二
時

会
場

日
奈
久
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

（
旧
南
部
市
民
セ
ン
タ
ー
）

内
容

利
用
状
況
報
告

抹
茶
で
ほ
っ
！
（
お
菓
子
付
き
）

指
編
み
体
験

ア
ク
リ
ル
た
わ
し
作
り

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う

＊
参
加
費
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

草
刈
作
業
の
お
知
ら
せ

●

新
開
堤
防
の
草
刈
り

３
月
４
日
（
日
）
午
前
８
時

現
地
集
合

*

予
備
日
は
３
月
10
日
（
土
）

桜
並
木
が
美
し
い
堤
防
で
す
。

●

櫛
山
の
草
刈
り

３
月
21
日
（
水
）

午
前
８
時

ば
ん
ぺ
い
湯
前
集
合

*

予
備
日
は
３
月
24
日(

土
）

毎
年
、
桜
ウ
ォ
ー
ク
に
百

人
以
上
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。

福
祉
協
議
会
だ
よ
り

と
感
じ
ま
し
た
。

（
住
民
説
明
会
）
が
２
月
15
日
に
日

奈
久
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
内
10
会
場

で
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
今
回
は
、
日

奈
久
・
二
見
地
区
を
対
象
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

ま
ず
市
か
ら
の
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、

会
場
に
参
加
し
た
約
30
名
の
地
域
住
民

の
中
か
ら
４
名
の
方
が
質
問
や
意
見
を

述
べ
ま
し
た
。

市
の
計
画
で
は
、
こ
れ
ま
で
寄
せ
ら

れ
た
質
問
や
意
見
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
参

考
に
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
て
い
く

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
奈
久
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
合
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

条
例
を
考
え
る

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催質問をする参加者

(広告欄)
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２

１
８
０
人
が
集
っ
た
ふ
れ
あ
い
祭

観
光
客
か
ら
の
声

○
鹿
児
島
へ
帰
る
途
中
で
日
奈
久
へ
立

ち
寄
り
湯
。
晩
白
柚
の
温
泉
絶
品
な
り
。

雪
空
の
露
天
風
呂
は
風
流
の
極
み
で
す
ネ

○
ふ
と
思
い
立
っ
て
、
朝
雪
の
舞
う
八

女
の
自
宅
を
出
て
久
留
米
か
ら
新
幹
線
～

お
れ
ん
じ
鉄
道
で
日
奈
久
温
泉
に
来
ま
し

た
。
晩
白
柚
の
温
泉
に
入
り
、
心
も
体
も

ホ
ッ
コ
リ
し
ま
し
た
。
お
み
や
げ
も
日
奈

久
ち
く
わ
と
晩
白
柚
を
買
い
ま
し
た
。
初

め
て
の
土
地
で
す
が
、
な
に
か
な
つ
か
し

く
山
頭
火
の
句
で
心
が
大
き
く
大
き
く
な

れ
ま
し
た
。
（
63
才
64
才
夫
婦
）

２
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た

第
43
回
熊
日
学
童
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
卓
球
大
会
Ｃ
ク
ラ
ス
の
部

で
日
奈
久
小
学
校
が
優
勝
し

ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
３
人
で

戦
う
団
体
戦
に
は
16
チ
ー
ム

が
出
場
、
日
奈
久
小
か
ら
は

６
年
の
光
永
さ
ん
、
本
村
さ

ん
、
山
下
さ
ん
、
濱
田
さ
ん
、

５
年
の
中
山
さ
ん
が
出
場
し
、

決
勝
戦
は
、
熊
本
市
の
麻
生

田
小
学
校
と
対
戦
し
、
２
対

日
奈
久
っ
子
輝
く

学
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
優
勝

日
奈
久
小
卓
球
部

０
の
ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
利
し
ま
し
た
。
ド

リ
ー
ム
火
流
チ
ー
ム
は
３
位
で
し
た
。

個
人
戦
で
は
64
人
で
戦
い
、
光
永
さ
ん

が
優
勝
、
本

村
さ
ん
が
準

優
勝
で
し
た
。

ま
た
、
ド
リ
ー

ム
火
流
チ
ー

ム
で
参
加
し

た
６
年
の
田

中
さ
ん
も
３

位
と
い
う
素

晴
ら
し
い
成

績
で
し
た
。

(

竹
田
英
次
さ

ん
提
供
）

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
跡
地
作
業
終
了

３
月
３
日
お
披
露
目
式

鳥
居
再
建
な
る

日
奈
久
阿
蘇
神
社
（
大
明
神
）

昨
年
８
月
の
遭
難
慰
霊
塔
再
建
義
援

金
贈
呈
と
震
災
現
場
の
訪
問
に
続
き
、
１

月
27
日
に
挙
行
さ
れ
た
遭
難
慰
霊
塔
の
再

建
式
典
に
里
木
豊
校
区
長
他
市
政
協
力
員

４
名
、
金
井
昌
康
様
、
吉
田
貢
様
計
７

名
で
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
の
前
に
里
木
校
区
長
よ
り
「
津
森

小
学
校
修
学
旅
行
遭
難
記
録
」
（
NO.

３
）

の
冊
子
が
津
森
小
学
校
へ
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
冊
子
は
、
長
年
に
わ
た
り
遭

難
の
編
纂
を
続
け
て
お
ら
れ
る
金
井
様
に

よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

記
念
式
典
が
、
児
童
ら
約
２
０
０
名

の
参
加
の
も
と
津
森
小
学
校
体
育
館
に

て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
同
校
校
長
、
益

城
町
長
ら
の
挨
拶
の
後
、
再
建
に
向
け

た
江
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
等
か
ら
の

支
援
金
と
日
奈
久
校
区
か
ら
の
義
援
金

が
届
い
た
と
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
歩
い
て
約
10
分
く
ら

い
の
小
高
い
山
に
あ
る
「
辻
が
峰
公
園
」

で
、
再
建
工
事
が
完
了
し
た
慰
霊
塔
の

前
で
献
花
と
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
存
者
を
代
表
し
て
、
坂
田
弘
幸
さ
ん

が
「
こ
の
慰
霊
塔
は
、
私
た
ち
の
よ
り

ど
こ
ろ
で
、
心
の
故
郷
で
も
あ
り
、
こ

れ
か
ら
も
供
養
に
参
り
、
友
達
の
冥
福

を
祈
っ
て
い
き
ま
す
」
と
24
名
の
犠
牲

者
の
方
々
の
面
影
を
偲
ん
で
、
涙
を
ぬ

ぐ
っ
て
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

(

文
と
写
真
は
竹
之
内
町
米
﨑
市
政
協
力
員
提
供)

２
月
３
日(

土
）
午
前
９
時
半
か
ら

第
15
回
日
奈
久
校
区
ふ
れ
あ
い
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

寒
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、

会
場
の
ゆ
め
倉
庫
で
は
、
日
奈
久
小

二
年
生
の
発
表
を
は
じ
め
９
団
体
の

ス
テ
ー
ジ
発
表
と
作
品
展
示
、
婦
人

会
バ
ザ
ー
、
ひ
ふ
み
館
の
農
産
物
販

売
、
温
か
い
団
子
汁
の
も
て
な
し
、

ゲ
ー
ム
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

最
後
は
抽
選
会
。
番
号
が
発
表
さ
れ

る
度
に
喜
び
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

主
催
者
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
会
、
お

世
話
に
な
っ
た
市
政
協
力
員
の
方
々
、

婦
人
会
、
ひ
ふ
み
館
そ
の
他
ご
協
力
頂

い
た
方
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

日
奈
久
に
春
を
届
け
て
く
れ
る

ひ
な
ぐ
雛
祭
り

中
国
と
日
本
の
懸
け
橋
に

日
奈
久
小
で
３
年
生
と

ゆ
め
倉
庫
で
婦
人
会
と
交
流
を

中
国
上
海
の
芸
術
交
流
団
の
子
ど
も
た
ち
が
東

町
の
潮
谷
さ
ん
の
お
世
話
で
熊
本
県
に
来
ら
れ
ま

し
た
。
２
月
３
日
ゆ
め
倉
庫
で
婦
人
会
と
、
５
日

は
日
奈
久
小
３
年
生
と
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

婦
人
会
と
の
交
流
は
、
通
訳
を
交
え
て
の
挨
拶

か
ら
始
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
の
中
国
伝
統
の
踊
り

の
披
露
。
全
身
か
ら
中
国
を
感
じ
る
よ
う
な
す
ば

ら
し
い
踊
り
に
会
場
い
っ
ぱ
い
の
大
き
な
拍
手
が

わ
き
ま
し
た
。

婦
人
会
か
ら
は
樫
山
・
城
下
さ
ん
の
日
舞
。
中

国
の
子
ど
も
た
ち
と
お
手
玉
遊
び
。
最
後
に
日
奈

久
音
頭
を
一
緒
に
踊
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
交

流
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
日
奈

久
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
っ
て
、
２
月
10

日
（
土
）
か
ら
３
月
４
日(

日
）
の
雛
祭

り
期
間
中
、
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
雛
迎
え
は
雨
天

の
為
、
ゆ
め
倉
庫
で
の
開
催
で
し
た
。

↑「真紅舞」の勇壮な太鼓
演奏が会場いっぱいに響き
ました。
←みずほ保育園児の元気いっ
ぱいのキッズダンス。

←会場に春のやさしを届けて
くれた「そがみまこ」童謡コンサー
ト。千葉県や佐賀県などからのファ
ンも来られました。

↑土・日のひなぐ雛手作り体験 毎年楽しみに来られる
方々もあり、教える人も習う人もお雛様の完成に大満足！
山口県からのご夫婦と祖母にプレゼント予定の男性。

今年は、かぐや姫の募集に17人が応募。本村紗奈さん（大坪町）

と関岡舞さん（松崎町）、伊藤優さん（中町）に決定。

↑連日、竹灯ろう制作の作業を
続けている方々。地道な取り組
みがなされての雛祭りです。

↑
旧
「
八
代
屋
」
で
は
、
雛
飾
り
の
展

示
と
、
西
南
戦
争
で
の
官
軍
に
よ
る
弾
の

痕
が
残
っ
て
い
る
２
階
の
柱
を
見
学
で
き

ま
す
。

熊
本
地
震
本
震
か
ら
一
年
十
ヶ
月
ぶ

り
の
２
月
14
日
に
修
復
再
建
工
事
を

終
え
ま
し
た
。
復
興
補
助
金
と
住
民
の

有
志
の
方
や
氏
子
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
寄
付
に
よ
っ
て
修
復
再
建
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
日
奈
久
阿
蘇
神
社
の

石
鳥
居
は
、

一
九
二
〇

年
（
大
正

９
年
）
石

工
の
菅
原

喜
三
郎
に

よ
っ
て
建

設
さ
れ
て

い
ま
す
。

団体優勝、個人戦で大活躍した日奈久小

盛り上がったステージ発表おいしい団子汁に舌鼓

津
森
小
遭
難
慰
霊
塔
（
益
城
町
）

再
建
式
典
に
参
加

小学校で習ったジャンケンゲームが面白かった

八
代
市
の
が
ま
だ
し
も
ん
応
援
事
業

の
支
援
を
受
け
て
、
約
10
カ
月
の
作
業

で
よ
う
や
く
「
レ
ン
ガ
の
ひ
ろ
ば
」
が
、

完
成
し
ま
し
た
。

日
奈
久
の
活
性
化
に
十
年
以
上
前
か

ら
関
わ
っ
て
来
ら
れ
た
熊
本
高
専
八
代

キ
ャ
ン
パ
ス
の
磯
田
・
森
山
先
生
、
計

画
し
た
学
生
た
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

参
加
し
て
下
さ
っ
た
左
官
さ
ん
、
日
奈

久
の
住
民
ら
が
こ
つ
こ
つ
と
携
わ
っ
て

来
ま
し
た
。
大
正
時
代
か
ら
の
貴
重
な

レ
ン
ガ
倉
庫
の
レ
ン
ガ
を
地
震
解
体
後

に
再
利
用
し
た
「
レ
ン
ガ
の
ひ
ろ
ば
」

と
し
て
、
織
屋
の
横
で
来
る
人
を
優
し

く
迎
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

お
披
露
目
式
は
、

３
月
３
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

(広告欄)


